
 

 

   

 

 

 

 

ニュースレター 【事務局情報】・中学校体育授業（武道種目）サポート事業計画 

・４月１９日(火)北見市教育委員会学校教育部指導室主幹

大友信也氏が武道振興協会事務局に中学校体育授業（武

道種目）サポート事業計画の相談に訪れました。趣旨に

は『中学校武道必修化に向けた地域連携指導実践校実施

要綱３（3）に定める地域の武道指導者と部活動等担当教

員との連携の在り方に係わる実践研究の実施にあたり、

研究を実施する学校に外部指導者を派遣する手続きにつ

いて、本要項で定める。』となっています。実施要綱３（3）

とは『(3)担当教諭と外部指導者の連携方策①指導計画を整備し、指導のねらいや指導計画、指導体制、

指導方法などについて明確にする。②指導計画に基づき、事業の事前に十分な打ち合わせを行い、指導

のねらいや指導内容、指導体制、指導方法などについて共通理解を図るとともに、事後においても打ち

合わせを行い、指導の改善点などについて明確にする。③万一の事故発生に備え、事故発生時の対応に

ついて共通理解を図る。』となっています。このことは、北見市柔道協会に外部指導者を要請したい旨

の相談でした。返答は 4 月 25 日北見市柔道協会理事会の方針を勘案して回答することになりました。 

【柔道大会情報】・全道少年柔道大会を北見市開催招致に成功！ 

平成 23 年度 「第 25 回マルちゃん杯北海道少年柔道大会」が北見市で開催が決まりました。 

東洋水産グループ東和エステート㈱ 吉富正三社長が 4 月

21 日北見市のピアソンホテルにおいて北見柔道連盟の武

藤弘司会長に大会開催決定の報告をし、柔道連盟の三役

と準備打ち合わせ会議を行いました。「東日本大震災の関

係で一時は開催を見合わせる意見もあったことは事実で

す」と東洋水産側の苦悩振りを呟く一コマも有りました。 

※ 開催目的、日時、会場などは次の通りです。 

 

〈目的〉「柔道の試合を通じて心身の鍛練及び、その技能を

磨き、将来を担う北海道地区の少年相互の親睦を図り、明る

く正しく、そしてたくましい少年の健全育成を目的とする」 

〈日時〉平成 23 年 7 月 24 日(日)9 時 00 分（開会式） 

〈場所〉アスクゲートネクサス北見体育センター 

〈第 8 回・15 回・20 回・25 回大会と 4 回目の北見市開催 
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